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令和 7 年度東海村障がい者総合支援協議会 第 2 回全体会議 会議録 

 

開催日時 令和7年10月28日（火）午後3時05分～3時50分 

場 所 東海村総合福祉センター「絆」多目的ホール 

出 席 者 有賀会長，有阪副会長，浅野委員，稲川委員，大串委員，宇都宮委員，恩智委

員，坂下委員，土屋委員，照沼委員，冨田委員，山﨑委員 

欠 席 者 佐藤委員，永山委員 

次  第 １ 開会 

２ 総合相談支援課長あいさつ 

３ 会長あいさつ 

４ 議事 

（１）社会部会報告（地域生活支援拠点ガイドラインの作成について） 

東海村地域生活支援拠点ガイドライン（案）について 

（２）安心部会報告（福祉避難所運営と個別避難計画のあり方について） 

（３）その他 

５ 今後の予定 

（１）社会部会：第3回 令和7年12月9日（火）午後3時 ボランティア室2 

（２）安心部会：第4回 令和7年12月9日（火）午後1時30分 ボランティア室2 

（３）全体会議：第3回 令和8年2月24日（火）午後3時 多目的ホール 

  ※参考：相談支援専門員等連絡会：第3回 11月27日（木）午後4時 

６ 閉会 

議  事 （１）社会部会報告（地域生活支援拠点ガイドラインの作成について） 

東海村地域生活支援拠点ガイドライン（案）について 

＊行頭記号：●⇒委員，○⇒事務局 

●社会部会では，東海村地域生活支援拠点ガイドライン（案）について，内容

の具体化を図った。 

●事前登録申込シートの活用に向け，記載項目の修正を行った。 

●地域生活支援拠点の機能や加算の要件，登録に伴う運営規定の移行手続きな

ど，事務的な流れが明確になるように補足を行った。 

●村内約20ヶ所の事業所に対し，地域生活支援拠点ガイドライン（案）につい

て説明した。拠点の画期整備の目的や機能について理解してもらい，協力が

得られた。 

●今後はガイドラインの作成，事業所への周知，登録手続きを進めていく。 

〇地域生活支援拠点の機能や事前登録申込シートについて説明を行い，障がい

特性や注意点を明記してほしいとの希望あり記載項目を追加した。 

●事前登録はいつから始まるのか？ 

〇要綱を定めた後を検討しており，目安として令和7年度内に開始したいと考え

ている。 

〇内容について意見がある場合には，11月7日（金）午後5時までに事務局へ連

絡してもらう。  
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（２）安心部会報告（福祉避難所運営と個別避難計画のあり方について） 

●第1回安心部会では，東海村風水害対応訓練の結果を踏まえ，避難行動要支援

者の登録方法や個別支援計画の策定状況についての確認を行った。 

●避難行動要支援者への登録方法や希望の有無，自治会に参加していない住民

への周知方法が課題と考えられた。 

●第2回安心部会では，「障がい者の避難」の向上に向けた協議テーマを検討

し，①避難訓練のあり方，②福祉避難所のあり方，③個別避難計画のあり

方，④避難所で障がい特性を理解できる人を増やす取り組みの4つを候補と

した。 

●第3回安心部会では，個別避難計画のあり方に焦点化し検討を行った。 

●登録されていない要配慮者の把握方法や当事者が安心して主体的に関わるこ

とができるような個別支援計画のあり方を模索していく。 

〇社会資源の開発をテーマとし，「障がい者の避難」について，安心部会として

より改善，開発できるような提言をしていく必要があると考える。 

●部会での検討内容を聞き，当事者として，期待と安心が感じられた。 

●障がい者の避難先について周知されていない課題があると感じる。災害時に

安心して避難できる避難所の提供や避難先について周知できることが望まし

いと考える。 

●障がい者は，避難の必要性に気づくことができないこともあるため，避難訓

練を通じて，適切な避難ができるようにしたい。 

● 学校の避難訓練を通じ，地域には様々な方がいて，それぞれの避難方法があ

るということを伝えていきたい。 

（３）その他 

 東海村役場における障がい者雇用について 

●障がい特性に合わせ，短時間の就労もできるような体制を整えてほしい。 

そ の 他 〇次回は第4回安心部会を令和7年12月9日（火）午後1時30分から，第3回社会部

会を同日午後3時から総合福祉センター「絆」ボランティア室2にて開催予

定。第3回全体会議を令和8年2月24日（火）午後3時から総合福祉センター

「絆」多目的ホールにて開催予定。 

  


